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会員の皆様へ 

一般社団法人日本木材輸出振興協会 

 

米国向け構造材輸出に必要な設計強度の解説について（スギ情報追加） 

 

 米国で木造建築物に製材品を使用する際に、構造用部材として設計強度

(Design Value)が必要とされている。当協会は、日本産樹種の製材等の輸出

促進に資するため、スギ、ヒノキについて設計強度を獲得したことは既に

お知らせしたとおりです。 

 獲得した設計強度を広く利用していただくため、別添のとおり簡単な解

説を作成しましたので、ご理解の助力となれば幸いです。よろしくお願い

します。 

 

  



米国向け構造材輸出に必要な設計強度の解説 

 

1 今回獲得した設計強度の意味するもの 

日本では、木造建築物の構造部材に使用する製材品等には国土交通省が

告示で定めるいわゆる「基準強度」が重要である。米国のこれに相当する

ものとして「Design Value」があるが、試験方法や運用方法等が必ずしも

一致していないことから基準強度とは呼ばず「設計強度」と訳している。 

設計強度は、樹種別・等級※別に曲げ、引張、圧縮、めり込み、せん断

の 5 つの強度とヤング係数を合わせた 6 つの数値で表されている。 

スギとヒノキの設計強度があることにより、 

① 米国内で構造材として利用可能になる 

② 米国以外でも米国の基準を参照している国々での利用が期待できる 

③ 強度値が明確化することにより、設計強度が示されている他の樹種と

の比較が容易になり、構造材以外の様々な用途展開がしやすくなる 

など市場価値を高める効果が期待できる。 

 

2 今回獲得した設計強度の使い方 

今回獲得したスギ、ヒノキの設計強度は、米国の住宅用途として一般的

なディメンションランバーである。 

ディメンションランバーは最もポピュラーなサイズである 2x4（ツーバイ

フォー）として日本では知られているが、実は厚さ 4 インチ以下のものの

呼称であり、断面サイズがいくつもあることから、設計強度は Base Value

という形で表示されている。そのため、使用するサイズに応じた強度値を

得るには、所要の係数を Base Value に乗じて算出することになる。 

この算出結果を簡便に得られる方法として、パシフィック木材検査機関

(PLIB)のホームページに掲載されているサイトがある。このサイトでは、



該当する項目を選択する程度で、設計強度の算出結果を自動計算してくれ

ることから、このサイトの利用の仕方について以下に概説する。なお、こ

のサイトでは、今のところ先行実施したヒノキについて整備が完了し、

2025 年に認可されたスギについては現在準備中であることを付言する。 

  ※スギについても整備が完了（2025 年 10 月）。 

【PLIB の設計強度のサイトの利用方法】 

同サイトは、様々な樹種・等級（Grade）※の設計強度（Base Value）を

一覧にして比較できる他、よく用いられるサイズ（2"～4"ｘ4"～12"）の設

計強度(Design Value)を自動計算できる。（別添） 

① PLIB の設計強度のサイトを表示 

https://plib.org/resources/calculators/design-value-comparison/ 

をクリックする。 

② Disclaimer(注意書き/免責事項)を読み ACCEPT をクリックする。 

③ 表示・計算させたい GRADE（等級：Select Structural、No.1、No.2、

No.3、Stud、Construction、Standard、Utility から選択）、SPECIES

（樹種：例えば Hinoki 又は Sugi を選択）、REGION / COUNTRY（地

域/国：SPECIES で Hinoki 又は Sugi を選んだ場合 Japan が選択され

る）を選択し、ADD STAMP（追加）をクリックすると当該 Base 

Value が表示される。これを繰り返すと、様々な GRADE・SPECIES

の数値が一覧の形で表示される。 

④ Wood Size 欄に表示されている「Base Value」を計算させたいサイズに

変更すると自動的に係数（size factor）を乗じた Design Value が表示さ

れる。 

 

※等級(Grade)は、構造材の強度低減因子である、節、繊維傾斜、腐れの種

類・大きさ・位置のほか、利用上の欠点である、材の曲がり、反り、捻

https://plib.org/resources/calculators/design-value-comparison/


れ、丸みなどを総合的に評価して決定される。米国の設計強度に対応した

ディメンジョンランバーの等級には、JAS の甲種枠組材（主として高い曲

げ性能を必要とする部分に使用できる材）に相当する Select Structural、

No.1、No.2、No.3 と JAS の乙種枠組材（甲種枠組材以外の材）に相当する

Construction、Standard、Utility がある。このほか、壁柱に特化した部材

（スタッド）として用いられる Stud の区分がある。 

 

3 今後の予定 

今回獲得したヒノキ・スギの設計強度は、米国の住宅用途として一般的

なディメンションランバー(厚さ 4 インチまで)用である。 

 現在、厚さ 5 インチ以上の構造材であるティンバーの設計強度を得るた

めの試験を実施しており、結果が得られれば、改めてお知らせする予定。 



パシフィック製材検査機関(PLIB)の

設計強度(Design Value)サイトの利用方法

（別添）

2025年10月



①PLIBの設計強度のページ
https://plib.org/resources/calculators/design-value-comparison/

②ACCEPT をクリック

https://plib.org/resources/calculators/design-value-comparison/
https://plib.org/resources/calculators/design-value-comparison/
https://plib.org/resources/calculators/design-value-comparison/
https://plib.org/resources/calculators/design-value-comparison/
https://plib.org/resources/calculators/design-value-comparison/


③例えば
   GRADE   : Select Structural
   SPECIES : Hinoki ※ Sugi も選択可能
   REGION / COUNTRY : Japan

 を選択して ADD STAMP をクリックすると
 Design Value Comparison にSEL STRの Base Value が表示される。



④つぎに 同様に
   GRADE   : No.1
   APECIES : Hinoki
   REGION / COUNTRY : Japan

 を選択して ADD STAMP をクリックすると
 No.1の Base Value が追加表示される。



⑤これをGRADE : Utilityまで繰り返すと、Hinoki の各グレードのBase 
Valueの一覧表となる

   



（参考）当協会HPに掲載してあるヒノキの設計強度
https://www.j-wood.org/info/240422/index.pdf

https://www.j-wood.org/info/240422/index.pdf
https://www.j-wood.org/info/240422/index.pdf
https://www.j-wood.org/info/240422/index.pdf


⑥Wood Size を 2ｘ4にすると、2ｘ4のサイズファクターが考慮され
た数値が表示される

   



⑦Wood Size はディメンジョンランバーの代表的な（よく流通して
いる）サイズ（2又は4ｘ4,6,8,10又は12）を指定することができる

   



（参考） Sugi の各グレードのBase Valueの一覧表
   



（参考）当協会HPに掲載してあるスギの設計強度
https://www.j-wood.org/info/250522/index.pdf

https://www.j-wood.org/info/250522/index.pdf
https://www.j-wood.org/info/250522/index.pdf
https://www.j-wood.org/info/250522/index.pdf


（参考）

ヒノキの各サイズの設計強度
  



Hinoki
Base Value



Hinoki
2 x 4



Hinoki
2 x 6



Hinoki
2 x 8



Hinoki
2 x 10



Hinoki
2 x 12



Hinoki
4 x 4



Hinoki
4 x 6



Hinoki
4 x 8



Hinoki
4 x 10



Hinoki
4 x 12
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